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高齢者に射す るCefuroximeの 使用経験

稲 松 孝 思 ・佐 藤 京 子 ・島 田 馨

東京都養青院付属病院内科

73歳 か ら95歳 の高 齢 者4名 の 感 染症 に対 して,Cefuroximeを1.59～2.25g/日,2日 間 ～15

日間 使 用 した。 腎 孟腎 炎(E,coli,S.aureus)に 対 して 著 効,腎 孟 腎 炎(E.coli,P.morganii,

Enterococcus)お よび 気管 支 肺 炎(Klebsiella,Acimtobacter)に 対 して有 効 で あ った。Klebsiel-

laに よ る敗 血 症 シ ョッ ク例 は,3日 目に 死 亡 したた め 効 果 判 定 は保 留 した 。 副 作 用 と して1例 に

GOT,GPT,A1-Pの 軽 度上 昇,好 酸 球 増 加,直 接 クー ム ス試 験 陽 性 化 を認 め た 。

Cefuroximeは7位 のamino基 にmethoxyimino基

を導入することによりβ-1actamaseに 対する安定性を

高めた新しいCephalosporin-C系 の抗 生 剤である1)。

種々の基礎疾患を有し感染症の治療に難渋することの多

い高齢者に対して,本 剤を使用する機会を得たので,そ

の臨床効果,副 作用について報告する。

I.対 象 と 方 法

本剤の投与対象は東京都養育院付属病院に 入院 中 の

73～95歳 の高齢者4例 である。対象となった感染症は腎

孟腎炎2例,気 管支肺炎1例,敗 血症1例 であるが,い

ずれの症例も脳血管障害(CVD),糖 尿 病,心 不全,胃

癌などの基礎疾患を有している。おのおのの起 炎 菌 は

Table 1に 示 した。Cefuroximeを1回750mg,1日

2～3回 の点滴静注(約2時 間)ま たは筋注にて投与し

た。効果判定は,3日 以内に主要な自他覚所見が消失し

たものを著効,7日 以内に主要な自他覚所見の改善をみ

たものを有効,自 他覚所見が不変または悪化したものを

無 効 と した 。

II.臨 床 成 績

お の おの の症 例 の概 略 を以 下 に 示 す。

症 例1 To.Wa.,78歳,女 性。

脳 硬 塞 に て入 院 経 過 中,膀 胱 炎 に罹 患 。Nalidixic acid

2.09を 経 口投 与 して い た が,突 然38℃ の 発熱 を見,意

識 障害 に陥 っ た。 腰 部 叩 打 痛,尿 所 見 よ り腎 孟腎 炎 と診

断,ま た血 糖値 高 値,尿 中 ケ トン 体出 現 よ り,感 染に誘

発 され た 糖 尿病 性 昏睡 と診 断 した。Cefuroxime 750mg

を2時 間 か け て1日3回 点 滴 投 与 す る と ともにInsulin

の 投 与 を 行 な った。 尿 培 養 に てE.coli,S.mreus105/

ml以 上 が検 出 さ れ た。Cefuroximeを9日 間,総 計

20.259投 与 し た。 投 与 開 始 翌 日に は解 熱 し,急 速に腰

部 叩打 痛,尿 所 見,意 識 障 害 の 消失 をみた ため著効 と判

定 した。

症 例2Na.Se.,95歳,女 性。

脳血 管 障 害 のた め 寝 た き りの 患者 で あ るが,尿 路留置

Table 1 Results of cefuroxime therapy
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Fig. 1 Case 3 Sa. Ki. 73 y. male, pneumonia, congestive heart failure

カテーテルを使用 していた。 経 過中38.2℃ の発熱 を み,

腰部叩打痛,尿 所 見 よ り腎 孟腎 炎 と診断 し た。Cefuro-

xime 750mgを1日2回,2時 間か けて 点滴 投 与 し,

後には筋注投与に切 りか えたが,9日 間総 量13.5g投

与し,臨 床症状の消 失を得 た。Cefuroxime投 与前 の 尿

培養にてE.coli, P.morganii, Enterococcu3が105/

ml以 上検出されたが,投 与後 に はPseudomonas aeru-

ginosaが105/ml以 上検 出 された。 菌 交代 症 が み られ

た訳であるが,解 熱,腰 部 叩打痛 な どの臨床 症 状 の消 失

をみたため有効 と判定 した。

症例3 Sa.Ki.,73歳,男 性(Fig.1)

呼吸困難 発熱,咳 嗽 を主 訴 に入 院 し,気 管支 肺 炎,

陳旧性心筋硬 塞,心 不全 と診 断 した。Cefuroxime 750

mgを1日3回(静 注2回,筋 注1回)投 与 した。 経 気

管的に採取した痰か ら は,Klebsiella, Acinetobacter

が検出された。Cefuroximeは 計15日 間,総 量33.75g

投与され,解 熱,呼 吸器 症状 の改 善,白 血 球 数,CRP

値の改善を得た ため有効 と判 定 した。 しか し肺陰 影 の吸

収は不充分で,GOT, GPT, A1-Pの 軽 度 上昇,好 酸球 の

増加 直接 クームス試験 の陽 性化 を みた た め,Tobra-

mycin 60mg 1日2回 の筋注 投与 に 変更,そ の 後Min-

ocycline経 口投 与を補 足 し根治 せ しめ 得た 。GOT, GPT

A1-Pの 上昇,好 酸球増 加,直 接 クーム ス試験 陽 性 な ど

の異常所見は,本 剤 中止 と ともに 正常 化 した。

症例4 Ma.De.,83歳,女 性。

肝転 移 を有 す る胃癌 に て入 院経 過 中,43.3℃ の発熱 を

み,シ ョ ッ クに陥 った。 血 液 培養 に てKlebsiellaが 検

出 され,ま た 凝血 学的 検 査 な どか ら血 管 内凝 固症 候群 の

併 発が 示唆 された。Cefuroxime 750mgを1日3回2

時 間か け て点 滴投 与 した が,3日 目に死 亡 した。Cefuro-

xime投 与 期間 が短 い ため,効 果 判 定は 保留 した。 肝 機

能,腎 機能 な どの悪化 を みた が,原 疾 患 に よ る もの と思

わ れ る。

III. 副 作 用

4症 例 に皮 内反応 を実 施 し,い ずれ も陰 性 であ った 。

1例(症 例3)にGOT, GPT, A1-Pの 上 昇,好 酸球 増

加,直 接 クー ム ス試 験 の陽 性化 が み られ,本 剤 投 与中 止

後正 常化 した。 本剤 に よる副作 用 と思 われ た。 各症 例 の

本剤 投 与前 後 の検査 成績 をTable2に 示 す 。

IV. 考 案

種 々の基 礎疾 患が 先 行す る こ とが多 く,加 齢 に伴 う諸

臓 器機能 の低 下 や,感 染防 禦能 の低 下 のた め,治 療 に 抵

抗す るこ とが多 く,ま た感 染 に伴 う合 併症 や薬 剤 の副 作

用が み られ やす い高 齢 者の 感染 症念)4例 に,本 剤 を1.5

9/日 ～2.259/日 使用 した 。

腎 盂腎 炎2例 に対 しては 本剤1,5g/日 ～2.25g/日 の 投

与量 に てほ ぼ満 足す べ き効 果 を得 たが,こ れ は本 剤が 体

内 で代謝 され る こ とな く活 性型 のま ま95%以 上 が尿 中

Table 2 Laboratory findings before and after administration of cefuroxime

b : before a : after
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に回収され,高 い尿中濃度が得られるためであろう%

気管支肺炎例(症 例3)で は,本 剤2,259/日 の投与

により諸症状の改警傾向をみたが完全に平熱化するまで

に10日 間を要し,WBC,CRP値 の改善にも時聞を要し

た。心不全を合併したこともその一因と思われるが,血

中濃度の持続時間,肺 内移行を考慮に入れると,起 炎菌

のMICは 測定していないので断言はできないが,本 症

例では投与量が少なかったため,治 療に長期間を要した

ものと思われる。

ともあれ難治傾向の強い高齢者の感染症において,比

較的少量の投与で一応の成果を収めた点は評価すべきで

あろう。
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CLINICAL STUDIES OF CEFUROXIME

IN AGED PATIENTS

TAKASHI INAMATSU, KYOKO SATO and KAORU SHIMADA

Internal Medicine, Tokyo Metropolitan Geriatric Hospital

Clinical effects of cefuroxime were evaluated in four aged patients (73 years to 95 years old).

Cefuroxime was administered intramuscularly or intravenously at a daily dose of 1. 5 grams to 2.25

grams for 2 to 15 days, for the therapy of pyelonephritis (E. coli +S. aureus), pyelonephritis (E. coli+
Proteus morganii +Enterococcus), bronchopneumonia (Klebsiella+ Acinetobacter) and septicemia (Kle-

bsiella).

Good results were obtained in all cases, except a case of septicemia. In a case of bronchopneumonia,

serum GOT, GPT and alkaline-phosphatase levels were elevated slightly, and eosinophilia and positive

Coombs' test were observed during the cefuroxime therapy.


